　雲のできかた

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

雲をつくってでき方を調べよう
さっそく雲をつくろう

◎作り方Ａ
1． フラスコに少し水を入れて「雲の素」とする
2． 注射器を使って，フラスコの空気の圧力を高めたり低くめたりする。

3． 雲ができただろうか？（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
4． フラスコの中に（　　　　　の　　　　　）を入れて、フラスコの空気の圧力を高めたり低くしたりしてみよう。どうなるか。

	ピストンの動き
	フラスコの気温
	中の空気の圧力（気圧）
	フラスコの様子

	押す
	上がる・下がる
	上がる・下がる
	

	引く
	上がる・下がる
	上がる・下がる
	


◎作り方Ｂ
1． ペットボトルに少し水を入れて「雲の素」とする。

2． 飛んでしまっても大丈夫なように角椅子の中にペットボトルを置く。

3． ペットボトルに空気入れをセットし、5回分の空気を入れ中の圧力を高くする。
4． ペットボトルから空気を急にぬいて，（＝気圧を　　　　　　　　　　　）ペットボトルの中をよくみる。
5． ペットボトルを押さえて中身を少し出してみる。中はどうなったか　→（　　　　　　　　　　　）
· 雲ができるとき

· 作り方ＡもＢも共通して，雲ができるのは空気の圧力が（上がった･下がった）時

· 実際の雲は，上空の空気が，上に行くか下に行くかできまる。

	空気が
	気圧
	温度
	湿度
	雲が

	上空にあがる
	上・下
	上・下
	上・下
	できる・消える

	地上におりる
	上・下
	上・下
	上・下
	できる・消える


· このように，実際の雲は，空気が上空に上がりの気圧が（　　　　　　　　）たときに，同時に温度も下がり，ガマンできなくなった（　　　　　　　）が小さな水滴になったものである。

· （　　　　　　　　　　　　　）のように水蒸気が水滴になる「芯」があると，雲ができやすい。
☆霧（きり）について

・雲と同様，地表の空気の（　　　　　　　　）が下がってできる。＝（　　　　　　）でできる雲を「霧」という。
・霧（きり）・・・地上で１km先が見えないとき
・靄（もや）・・・地上で１km先が見えるが視界が悪いとき
雲は空気が上空にあがって　　　　　　　が　　　　　　　　　とき温度も　　　　　　　　できる
